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教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 
PRO-VISION English 

Communication I New Edition 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４

技能の力をつける授業です。４つの力を総合的につけるため、教科書で読んだ内容に関する生徒同士の

活動が中心の授業となりますので、積極的に参加するようにしましょう。音読活動は、英語の「話す力」

「聞く力」を向上させるために非常に重要な活動となります。常に英語のイントネーション・リズムを

意識して伝わりやすい英語を話せるようになるよう実践していきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

事実や意見など

を、論理の展開や

表現の方法を工

夫しながら伝え

ることができる。 

与えられた話題

について，即興で

話すことができ

る。 

 

コミュ英Ⅰ 

ワードカウ

ンター・ジ

グソーリー

ディング 

 

英語表現Ⅰ 

スピーキン

グテスト 

読んだり聞いたりし

た事をまとめて、論

理展開などを意識し

ながら簡潔に書くこ

とができる。 

 

自分の経験に基づ

き、テーマに沿って

相手に伝わる文章を

書くことができる。 

コミュ英Ⅰ 

サマリー 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

英語表現Ⅰ 

エッセイ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

授業内での活動に

おいて、相手から

伝えられた内容を

まとめることがで

きる 

 

段階を追って個々

のリンキングを理

解することができ

る。まとまった内

容を聞いて概要と

要点を理解できる 

コミュ英Ⅰ 

リスニング

テスト 

定期考査 

 

まとまった英

文の概要を確

実に掴むこと

ができる。 

 

まとまった英

文の要点をキ

ーワードで整

理できる。 

ペアによる英

問英答で内容

を理解できる。 

コミュ英Ⅰ 

セクション

のタイトル

選び 

 

QA シート 

定期考査 

 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに対する

積極性を、ワードカウンター

や、スピーキングテストなど

で客観的に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」「書くこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語の知識・理解を図るスピ

ーキングテストにおいて、教

材で扱った異文化・言語の背

景知識を理解を問う形式で実

施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 5 時間) 

The Power of 
Vision and 
Hard Work 
iPS細胞を作製し

た山中伸弥博士

の半生と，夢を

追い求めるため

の座右の銘を伝

える．興味・関心

と適性を生かし，

自らの進むべき

道を開拓し，努

力する人物を紹

介する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ジグソーリーディン

グにおいてグループ

活動において積極的

に参加する。 

・セクション毎にキーワ

ードを見つけ出しメモ

をとり、グループで発

表する。 

・協力してキーワード

を選ぶことができ

る。 

・グループ活動を観察

する。 

・ワークシートを提出

させ、教材の内容の

理解度を評価する。 

「外国語表現の能力」 

・キーワードを基に、

相手に伝わる英文を

話す。 

 

・セクションの内容を口 

頭で要約する。グルー

プでメモに基づいてピ

クトグラムが言語にな

るかどうか意見を書き

まとめる。 

・キーワードに基づき

英文を相手に伝え

ることができる。 

・文章を読んで自分の

意見を書くことが

できる。 

・エッセイを書かせて

その内容を評価す

る。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・各グループに与えられ

た英文を読み内容を理

解する。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・単純形と進行形 

・未来表現 

・動詞（＋A）＋wh 節 / 

whether 節を用いた

文章を理解する。 

・本文中の意味を理解す

る。 

・グループ活動におい

て、自分の考えを適

切に相手に伝える

ことができる。 

・本文を読んでエッセ

イを書かせ、適切に

書けているか評価

する。 

Lesson 2 

( 7 時間) 

Oh Bento! 
世界に広がった

日本のお弁当文

化を紹介する．

日本の伝統文化

のもつ可能性を

考え，他国の文

化に対する考え

方や感じ方を深

める． 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアでの Q＆A にお

いて積極的にやり取

りができる。 

・本文の内容理解を問う

Q&A をペアで、英語で

やり取りする。 

・日本食について英語

で積極的にやりと

りができる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートで授業

への取り組みを評

価する。 

 

「外国語表現の能力」 

・日本食について本文

を読み要約すること

ができる。 

・ワークシート中のフロ

ーチャートからサマリ

ーを作成する。 

・日本食についてまと

め、適切な文章を書

くことができる。 

・日本食についての答

えを評価する。 

 

「外国語理解の能力」 

・日本の伝統文化のもつ

可能性を考え，他国の

文化に対する考え方

や感じ方を深める． 

・日本の伝統文化などに

ついて書かれている文

章を理解する。 

・日本の伝統文化につ

いて、読んだことを理

解することができる。 

・定期考査において内

容理解を問う問題

において、内容が理

解できているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形 
・過去完了形 

・現在完了進行形を用

いた文章を理解す

る。 

・日本の伝統文化などに

ついて書かれている文

章を理解する。 

・不定詞の各用法の使

い方を理解する。 

 

・定期考査 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

(5 時間) 

 

 

 

 

The Sky's 
Your Only 
Limit 
 

女性マラソンラン

ナーの先駆者の

一人であるキャ

サリン・スウィッ

ツァー氏の経験

を通じ，男女の

平等を重んじ，よ

り良い社会の実

現のために主体

的に社会にかか

わることの重要

性を伝える 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ジグソーリーディン

グにおいてグループ

活動において積極的

に参加する。 

・セクション毎にキーワ

ードを見つけ出しメモ

をとり、グループで発

表する。 

・協力してキーワード

を選ぶことができる。 

・グループ活動を観察

する。 

・ワークシートを提出

させ、教材の内容の

理解度を評価する。 

「外国語表現の能力」 

・キーワードを基に、

相手に伝わる英文を

話す。 

 

・セクションの内容を

口 頭で要約する。グ

ループでメモに基づい

て男女の平等について

考え、意見をまとめる。 

・キーワードに基づき

英文を相手に伝える

ことができる。 

・文章を読んで自分の

意見を書くことができ

る。 

・男女の平等とは何か

という内容のエッセイ

を書かせてその内容を

評価する。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

 

・男女の平等とは何かと

いう文章を読み、内容

を理解する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞 

・疑問詞＋to do 

・名詞＋主語＋動詞を

用いた文章を理解す

る。 

・男女の平等についての

文章を読んで内容を理

解する。 

・本文で用いられてい

る意味や用法を理解

する。 

・定期考査において本

文で既習した文法

事項について評価

する。 

Lesson 4 

( 7 時間) 

Beavers, 
Engineers of 
the Forest 
ビーバーが生態

系において果た

す重要な役割に

ついて学習し，

環境保全につい

て考える． 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアでの活動に積極

的に取り組む。 

・ペアでの活動を中心

としてビーバーの生態

についての理解を深め

る。 

・ペアでの Q&A 活動

等の活動を積極的に行

うことができる。 

・ペアでの活動を観察

する。 

・ワークシートの内容

で取り組みを評価す

る。 

 

「外国語表現の能力」 

・ビーバーの生態につ

いてペアとのやり取

りの中で適切に伝え

る。 

・ワークシートなどを活

用し、本文の内容を要

約し相手に伝える。 

・ビーバーの生態につ

いてペアとのやり

取りの中で適切に

伝えることが出来

る。 

・授業中の観察 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・ビーバーが生態系にお

いて果たす重要な役

割を本文から読み取

り、理解する。 

・本文のワークシート等

を用いて内容を理解す

る。 

・ビーバーが生態系に

おいて果たす重要な

役割を本文から読

み取り、理解するこ

とができる。 

・定期考査 

・小テストでキーワー

ドを穴埋めさせて

評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受動態 

・さまざまな受動態 

・関係代名詞 what を用

いた文章を理解す

る。 

・ビーバーが生態系にお

いて果たす重要な役割

を読み理解する。 

・関係代名詞、過去完

了の用いられた文

章を読み、理解でき

る。 

・定期考査 

 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 5 時間) 

 
 
 
 
 
Chocolate: A 
Story of Dark 
and Light 
チョコレートにま

つわる文化や歴

史を学習し，広

範な知識と多様

な物の見方を身

に付ける． 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

 

 

 

 

・チョコレートに関す

る内容を読み、ペア

と積極的にコミュニ

ケーションをとる。 

 

 

 

 

・セクション毎のタイト

ル選び、キーワードを

もとにペアで内容を伝

え合う。 

 

 

 

 

・チョコレートに関す

る内容を読み、ペア

と積極的にコミュ

ニケーションをと

れる。 

 

 

 

 

・ペアでの活動を観察

する。 

・ワークシートの内容

で取り組みを評価

する。 

 

「外国語表現の能力」 

・英語のアクセント、

イントネーションを

意識して相手に情報

を伝える。 

・チョコレートにまつわる文

化や歴史に関する文章

を読み理解する。 

・キーワードを元に、

英語のアクセント

を意識して相手に

情報を伝えること

が出来る。 

・授業中の観察 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

チョコレートにまつわる文

化や歴史の文章を読

み、各パラグラフの主

題を把握する。 

・各パラグラフからキー

ワードを見つけ出し、

サマリーを作成する。 

・各パラグラフの主題

を適切にまとめら

れる。 

・ワークシートの内容

を評価する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞（to do） 
・形式目的語 it 

・動詞＋A＋to doを用い

た文章を理解する。 

・チョコレートにまつわる文

化や歴史の文章を読み

内容を理解する。 

・適切な使用場面を設

定し、SVC、関係代

名詞を用いて本文

に関連した内容を

表現できる。 

・ワークシート 

・エッセイ 

・定期考査 

Lesson 6 

( 5 時間) 

The Power of 
Music to 
Change 
Young Lives
ベネズエラの音

楽教育システム

「エル・システマ」

について紹介す

る．自主及び自

律の精神を養う

こと，また，社会

全体が負う課題

と個人が果たす

べき責任につい

て考える． 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・インタビュー形式の

文章を読み、フレー

ズリーディングを行

う。 

・インタビュー形式の英

文をペアでやり取りす

る。 

・ペアでインタビュー

形式に則ってスム

ーズにやり取りが

できる。 

・ペアでの活動を観察

する。 

 

 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容を理解し

た上で「エル・シス

テマ」について考え、

意見を共有する。 

・ペアワークにおいて、

「エル・システマ」と

いうキーワードについ

て相手に自分の考えを

伝える。 

・インタビュー形式で

相手に自分の考え

を適切に伝えるこ

とが出来る。 

・授業中の観察 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・インタビュー形式の

文章を通じて自然と

の関わりについて理

解する。 

・本文を読解し、内容を

理解する。 

・「エル・システマ」

について概要を説

明できる。 

・ワークシートの内容

を評価する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役の構文 
・動名詞 doing 

・さまざまな動名詞を用

いた文章を理解す

る。 

・「エル・システマ」に関

する文章を読み内容を

理解する。 

・適切な使用場面を設

定し、分詞構文、形

式主語文を用いて

本文に関連した内

容を表現できる。 

・ワークシート 

・エッセイ 

・定期考査 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

( 5 時間) 

Talking 
Plants 
植物と動物の間

及び植物同士の

間で行われてい

るコミュニケーシ

ョンについての

記述を通じ，自

然の驚異を学習

し，生命の尊さ，

環境の保全の重

要性を考える． 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・坂さんの精力的な活

動に関する内容を読

み、ペアと積極的に

コミュニケーション

をとる。 

・セクション毎のタイト

ル選び、キーワードを

もとにペアで内容を伝

え合う。 

・坂さんの精力的な活

動に関する内容を

読み、ペアと積極的

にコミュニケーシ

ョンをとれる。 

・ペアでの活動を観察

する。 

・ワークシートの内容

で取り組みを評価

する。 

 

「外国語表現の能力」 

・英語のアクセント、

イントネーションを

意識して相手に情報

を伝える。 

・生物のコミュニケーシ

ョンについてペアと意

見交換する。 

・キーワードを元に、

英語のアクセント

を意識して相手に

情報を伝えること

が出来る。 

・授業中の観察 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

ディスコースマーカー

を意識して本文を読

み、セクション毎のつ

ながりを意識する。 

・各パラグラフからキー

ワードを見つけ出し、

サマリーを作成する。 

・ディスコースマーカ

ーを意識して本文

を読み、セクション

毎のつながりを意

識して読むことが

出来る。 

・ワークシートの内容

を評価する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文 

・分詞の形容詞的用
法 

・知覚動詞＋名詞＋do / 

doing を用いた文章を

理解する。 

・生物のコミュニケーシ

ョンについての文章を

読み内容を理解する。 

・適切な使用場面を設

定し、seem to/ 受動

態の完了形を用い

て本文に関連した

内容を表現できる。 

・ワークシート 

・エッセイ 

・定期考査 

Lesson 8 

( 5 時間) 

One Pen Can 
Change the 
World 
マララ・ユスフザ

イ氏の国連での

演説を読む．より

良い社会の実現

のために，社会

全体が負う課題

と個人が果たす

べき責任につい

て考える． 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアでマララ・ユス

フザイ氏について積

極的に意見交換をす

る。 

・ワークシートを用いて

ペアでコミュニケーシ

ョンを取りながら授業

内容を確認する。 

・２０世紀での出来事

を振り返り、２１世

紀を生きる私たち

がどうすべきかに

ついて意見交換が

出来る。 

・ペアでの活動を観察

する。 

 

 

「外国語表現の能力」 

・パラグラフリーディ

ングによって段落ご

とのつながりをスム

ーズに理解する。 

・ワークシートを用いて

パラグラフのつながり

を意識して文章を読

む。 

・ワークシートを用い

てパラグラフのつ

ながりを意識して

文章を読むことが

できる。 

・ワークシート 

・授業中の観察 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・本文に出てくる新し

い表現を学習し、内

容を理解する。 

・本文を読解し、内容を

理解する。 

・新しい英語表現を用

いて相手に自分の

意見を適切に伝え

ることが出来る。 

・ペアでの活動。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞 

・関係副詞 

・比較の表現を用いた

文章を理解する。 

・本文の内容を理解する。 ・適切な使用場面を設

定し、仮定法過去、

付帯状況の with を

用いて本文に関連

した内容を表現で

きる。 

・ワークシート 

・エッセイ 

・定期考査 

 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 9 

( 5 時間) 

 

 

 
Snow 
Crystals ― 
Winter's 
Miracles of 
Beauty  

雪の結晶が生成

されるメカニズム

などを学習する．

興味・関心を喚

起し，真理を求

める態度を養う． 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

 

 

・本文からキーワード

を選び、サマリーを

作成しペアに伝え

る。 

 

 

 

・セクション毎のタイト

ル選び、キーワードを

もとにペアで内容を伝

え合う。 

 

 

 

・本文の内容を読み、

ペアにサマリーを

スムーズに伝える

ことが出来る。 

 

 

 

・ペアでの活動を観察

する。 

・ワークシートの内容

で取り組みを評価

する。 

 

「外国語表現の能力」 

・英語のアクセント、

イントネーションを

意識して相手に情報

を伝える。 

・本文の内容を基に雪の

結晶が生成されるメカニ

ズムについてペアと意

見交換する。 

・キーワードを元に、

英語のアクセント

を意識して相手に

情報を伝えること

が出来る。 

・授業中の観察 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

ディスコースマーカー

を意識して本文を読

み、セクション毎のつ

ながりを意識する。 

・各パラグラフからキー

ワードを見つけ出し、

サマリーを作成する。 

・ディスコースマーカ

ーを意識して本文

を読み、セクション

毎のつながりを意

識して読むことが

出来る。 

・ワークシートの内容

を評価する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非制

限用法 
・It is ~ that [who] … 

・比較の表現を用いた

文章を理解する。 

・雪の結晶が生成されるメ

カニズムについて読

み、理解する。 

・適切な使用場面を設

定し、助動詞の受け

身を用いて本文に

関連した内容を表

現できる。 

・ワークシート 

・エッセイ 

・定期考査 

Lesson 10 

( 5 時間) 

The Secrets 
of the Iceman  

科学的な測定を

使って，5,300 年

前に亡くなった男

のミイラから，有

史以前の人類の

生活を探る．興

味・関心を喚起

し，真理を求める

態度を養う． 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・有史以前の人類の生

活についてペアでや

り取りをする。 

・ワークシートを用いて

ペアでコミュニケーシ

ョンを取りながら授業

内容を確認する。 

・有史以前の人類の生

活について意見交

換が出来る。 

・ペアでの活動を観察

する。 

 

 

「外国語表現の能力」 

・パラグラフリーディ

ングにおいてキーセ

ンテンスを読み取

る。 

・ワークシートを用いて

パラグラフのつながり

を意識して文章を読

む。 

・ワークシートを用い

てパラグラフのつ

ながりを意識して

文章を読むことが

できる。 

・ワークシート 

・授業中の観察 

・定期考査 

「外国語理解の能力」 

・本文を読み、各パラ

グラフの主題をつか

む。 

・本文を読解し、内容を

理解する。サマリーの

作成。 

・各セクション、パラ

グラフについて簡

潔にまとめること

ができる。 

・ペアでの活動。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」 

仮定法過去、仮定法過
去完了、同格の that  

を用いた文章を理解す

る。 

・有史以前の人類の生活

について、本文の内容

を理解する。 

・適切な使用場面を設

定し、no matter 疑

問詞、be to 不定詞

を用いて本文に関

連した内容を表現

できる。 

・ワークシート 

・エッセイ 

・定期考査 

 


